
 
 
 

議第１３２４号 

 

 

 

 
平成３１年（２０１９年）１月２５日付け 都計第５５１号の４ 熊本県知事付議 

 

 

 

 

 

建築基準法第５１条ただし書きの規定に基づく 

産業廃棄物処理施設の位置の件（大津町） 

 

 

 

 

 

平成３１年（２０１９年）２月６日提出 

 

 

 

 

熊本県都市計画審議会会長 

 

 
 

 





産業廃棄物処理施設の位置について 
（木くずの破砕施設：大津町） 

 

施 設 概 要 

 

施設の種類 位 置 敷地面積 処理能力 

産業廃棄物処理施設

（木くずの破砕処理） 

菊池郡大津町

大字矢護川字

下 ノ 原 1481

番 14 外 3筆 

 

11,095.39㎡ 【産業廃棄物処理施設】 

木くず   80.36t/日 

位置及び区域等は別紙表示のとおり 

 

付 議 理 由 
 

 申請者は、上記位置に、一般廃棄物処理施設として廃木製品類及び剪定木くず類

の破砕施設、また、産業廃棄物処理施設として木くずの破砕施設を建設する予定で

ある。 

今回の計画では、破砕施設の一日当たりの処理能力がそれぞれ 5tを超え、建築基

準法第 51条及び同法施行令に規定する「位置の制限を受ける処理施設」に該当し、

当該施設の新設に伴い、特定行政庁が同法第 51条ただし書きの規定に基づき建築許

可を行う際に、その敷地の位置が都市計画上支障ないか貴審議会の議を経る必要が

あるため付議するもの。 
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建築基準法第５１条ただし書きの規定に基づく産業廃棄物処理施設の位置の件（大津町）

有明海

搬入ルート

★
申請地

搬出入経路

位置図

202

（一）矢護川大津線

202

大津町中心部

敷地境界線凡 例

建築物

緑地（低木又は芝生）

写真撮影方向番号

廃棄物処理経路

②計量

⑨搬出①搬入

⑦出荷

出入口

⑧搬出

配置図

④保管

⑥チップ保管 ⑤破砕

緑地（芝生）

県道
（片側1車線）

③受入

②事務所棟

①破砕・選別処理棟

大津町役場●

申請地

航空写真
（一）矢護川大津線
（片側１車線）

申請地周辺は、
畑・山林

202

約600m

325

57

★
申請地

林地
（雑木林）

写真２

計画地
↓

出入口
県道

写真１

調整池

１ 施設概要

設置場所：菊池郡大津町大字矢護川字下ノ原1481番14 外3筆

敷地面積：11,095.39㎡

延床面積：新築824.41㎡（①破砕・選別棟762.31㎡、②事務所棟62.1㎡）

建ぺい率：7.31%（法定70%） 容積率：7.43%（法定200%）

施設種類：産業廃棄物処理施設（木くずの破砕処理）

処理能力：【産業】 木くず 80.36t/日

２ 付議理由

■申請建築物は、大津都市計画区域の用途地域が無指定の地域内に位置する。

■今回破砕・選別施設を新設するにあたり、1日あたりの処理能力が5tを超え、廃棄

物の処理及び清掃に関する法律に基づく一般及び産業廃棄物処理施設に該当するこ

とになるため、建築基準法第51条及び同法施行令に規定する「位置の制限を受ける

処理施設」に該当する。

■同条ただし書きの規定に基づき、その敷地の位置が都市計画上支障ないか熊本県都

市計画審議会の議を経る必要があり、付議するもの。

３ 都市計画上の支障の有無

（1）用途地域、土地利用の状況
・申請地は、大津都市計画区域内の用途地域が無指定の地域内に位置し、市街地か

ら北に離れ、畑、山林で囲まれた丘陵地である。
・将来的に住宅市街地となる可能性は低く、土地利用上支障ないと判断される。

(2)搬出入のための道路整備状況

・搬出入経路となる県道202号（（一）矢護川大津線）は、片側1車線（幅員7m程
度）であり、運搬車輌の増加は10tトラックで最大22台/1日とわずかであり、道路交通
への影響は少ないと判断される。

(3)周辺環境への配慮
・大気質、騒音、振動については法令に定める基準を満たしており、破砕施設の建
物は道路から離れた敷地奥に配置され、淡いシルバー系の色を使用する計画と

なっている。また、敷地境界際を緑化する計画など、周辺環境に配慮した計画と
なっている。なお、半径1kmの範囲内の住民に対して説明会（H30.9.28～10.7）を
行っており、反対意見はない。

幅員 約７m

県道202号（矢護川・大津線）

現況交通量 概ね2,432（台/12h）

搬出入車輌増加後 最大2,454（台/12h）

増加率 概ね0.9（%）

しものはら

議第1324号-2


